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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た

の
は
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

で
、
も
う
す
ぐ
五
年
目
に
な
り

ま
す
。
ご
存
知
の
方
ご
利
用
中

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が

も
う
一
度
初
め
か
ら
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
は
、
四
〇
歳

以
上
の
方
が
加
入
者
と
な
り
保

険
料
を
納
め
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
時
に
利
用
で
き
る
制
度
で

す
。
介
護
保
険
の
対
象
者
は
大

介
護
保
険
と
は 

漢 方 入 門 ⑬  

 さて今回はたいへん身近な病気で 

あるかぜの漢方治療についてご紹介 

させていただきます。 

 かぜはもっともありふれた病気ですが、特効薬はあり

ません。西洋医学では、熱が高いときには解熱剤、咳が

ひどいときには咳止め、というふうに症状を軽減するた

めの対症療法が行われます。また、二次感染を防ぐため

に抗生物質が投与されることもあります。 

 漢方では、「かぜに葛根湯」というのが非常に有名です

が、すべての症状に葛根湯が有効なわけではなく、かぜ

の時期や症状によって処方を変えていきます。 

 急性期（かぜのひき初め１～２日）では発汗を促すこ

とを目的に葛根湯や麻黄附子細辛湯（まおうぶしさいし

んとう）を用います。その後、咳や痰、食欲不振が強く

なってきたら、発汗を促す処方はやめて、アレルギーや

炎症を抑える小青竜湯（しょうせいりゅうとう）や小柴

胡湯（しょうさいことう）を用い、さらに回復期には、

消耗した体力を回復することを目的に補剤（補中益気湯

（ほちゅうえきとう）など）を用います。 

 「かぜは万病のもと」。ひいたかなと思ったら、お早め

にご相談ください。 

調
査
）
そ
の
訪
問
調
査
と
主
治

医
の
意
見
書
を
参
考
に
介
護
認

定
審
査
会
お
い
て
要
介
護
度
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
要
介
護
度
が

ま
せ
ん
。 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
市
町
村
の
担
当
窓

口
に
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原

則
と
し
て
、
本
人
も
し
く
は
家

族
が
申
請
を
行
い
ま
す
が
、
当

院
の
よ
う
に
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
と
い
わ
れ
る
所
で
代
行
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
申
請
が

終
わ
る
と
市
町
村
の
担
当
職
員

が
利
用
者
様
宅
を
訪
問
し
心
身

の
状
態
を
確
認
し
ま
す
。（
訪
問

き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。 

 

ま
ず
六
五
歳
以
上
の
方
（
第

一
号
被
保
険
者
と
い
う
）。
ど
の

よ
う
な
病
気
や
け
が
で
も
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
れ
ば
介
護

保
険
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

次
に
四
〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま

で
の
方
（
第
二
号
被
保
険
者
と

い
う
）
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る

病
気
（
一
五
種
類
の
特
定
疾
病
）

に
よ
り
介
護
が
必
要
と
認
定
さ

れ
た
方
で
、
事
故
や
特
定
疾
病

以
外
の
病
気
で
は
対
象
と
な
り

さ
ぬ
き
冨
士
見
る
か
に
小
豆
地
蔵
埼 

ひ
と
ひ
ら
の
雲
見
占
む
め
き
干
し
鰈 

け
ふ
よ
り
も
明
日
が
大
事
と
柚
子
ぶ
ろ
に 

大
根
漬
け
沢
庵
和
尚
の
里
を
訪
ふ 

あ
ら
御
輿
し
彫
り
の
匠
の
技
光
る 

ち
ら
ち
ら
の
雪
の
み
の
こ
し
潦 

破
れ
蓮
の
消
え
た
る
跡
を
思
ひ
や
る 

拘
杞
の
実
の
赤
透
け
る
か
に
艶
よ
け
れ 

決
ま
る
と
各
事
業
所
と
契
約
を

結
び
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。（
向
谷
真
由
美
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

） 

新人スタッフ自己紹介 
 昨年７月から勤務させていただいております

丸橋節子です。再就職は１２年振りのことなの

で、毎日が緊張の連続です。 特に緊張する場面

は点滴する時です。採血と違って、点滴の場合は

薬液が体の中に入っていくので血管痛や、血管が

腫れたりすることなどがある為、とても気を遣う

ことがありました。 

初めの頃は点滴処置を行う時から冷汗がでる事が多く、よく失敗

ばかりしていました。患者様の多くの方が私の顔を見て「初めての

人やね。大丈夫よ。慣れるまでは大変やけど、回数をこなしていく

うちに上手になるから気にせんときよ」とよく励ましてくれまし

た。現在はその言葉のおかげで、冷汗をかくことはなくなりました。 

最近、夢中になっていることはパソコンです。看護業務の中でパ

ソコンを使用することが多いので、勉強の為に家にあるパソコンを

触ってみると、意外と簡単で楽しい事に気がつきました。時々ＮＨ

Ｋ教育テレビの番組でパソコンの使い方を初心者にも分かるよう

に説明してるのでそれも参考にして、日々パソコンに向かっていま

す。これからもよろしくお願い致します。 

まるばしせつこ 


